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老
齢
年
金
額
を
少
し
で
も
多
く

受
け
取
り
た
い
方
の
た
め
に
、
付

加
年
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
毎
月
の
保
険
料

（
平
成
26
年
度
は
１
万
５
２
５
０

円
）
に
付
加
保
険
料
（
４
０
０
円
）

を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ
と
で
、

将
来
、
支
払
っ
た
月
数
に
応
じ
た

付
加
年
金
を
老
齢
基
礎
年
金
に
上

乗
せ
し
て
受
け
取
る
制
度
で
す
。

○
付
加
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付

　

加
保
険
料
支
払
月
数

■
制
度
に
加
入
で
き
る
方

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

○
任
意
加
入
被
保
険
者

■
加
入
の
と
き
の
注
意
点
　

○
付
加
保
険
料
は
申
し
込
ん
だ
月

　

分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

○
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

　

て
い
る
方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

○
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い

　

る
方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

○
付
加
年
金
額
は
年
金
額
の
改
定

　

が
行
わ
れ
た
場
合
で
も
改
定
さ

　

れ
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

℡
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
２

○
市
庁
舎
新
館
１
階

　

市
民
生
活
課　

年
金
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

付
加
保
険
料
を
納
め
て

老
齢
基
礎
年
金
の
上
乗
せ
を

　

友
好
都
市
で
あ
る
保
定
市
（
中

国
河
北
省
）
と
市
民
間
の
交
流
促

進
の
た
め
、
自
主
的
に
保
定
市
を

友
好
訪
問
す
る
団
体
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

■
補
助
金
の
交
付
条
件

○
市
民
間
の
友
好
親
善
を
目
的
と

し
た
訪
問
で
、
保
定
市
に
２
日

間
以
上
滞
在
す
る
こ
と

※
営
利
目
的
な
ど
を
除
く
。

○
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
す

る
中
学
生
以
上
の
５
人
以
上
で

組
織
さ
れ
、
市
内
在
住
者
が
そ

の
過
半
数
を
占
め
る
こ
と

○
ほ
か
の
公
的
機
関
か
ら
補
助
を

受
け
な
い
こ
と

※
一
度
補
助
金
を
受
け
た
方
に
は

２
年
間
再
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
額

　

団
員
１
人
に
つ
き
３
万
円
、
１

団
体
に
つ
き
30
万
円
を
限
度
に
、

予
算
の
範
囲
内
で
決
定

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
４
階

　

総
務
課　

国
際
交
流
係　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

友
好
都
市
「
保
定
市
」
と
の

草
の
根
交
流
を
支
援
し
ま
す

　

児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方
へ
、
8
月
初
旬
に
現
況

届
提
出
に
関
す
る
案
内
を
送
付
し

ま
す
。

　

現
況
届
は
、
8
月
以
降
も
引
き

続
い
て
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
も

の
で
す
。

　

現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
8
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
期
間

中
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
に
必
要
な
物

　

印
鑑
、
証
書
、
世
帯
全
員
の
住

民
票
の
写
し
な
ど
。

■
届
出
期
間

　

８
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

※
児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止

　

適
用
除
外
事
由
届
出
書
（
緑
色

　

の
用
紙
）
が
届
い
て
い
る
方
は
、

　

関
係
書
類
を
添
え
て
、
現
況
届

　

と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
児
童
扶
養
手
当
は
、
両
親
の
離

　

婚
等
に
よ
り
、
父
ま
た
は
母
と

　

生
計
を
別
に
す
る
児
童
の
保
護

　

者
、
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障

　

害
の
状
態
に
あ
る
児
童
の
保
護

　

者
（
年
金
受
給
者
・
一
定
以
上

　

の
所
得
者
を
除
く
）
に
支
給
さ

　

れ
ま
す
。

■
届
出
先

※
お
住
ま
い
の
地
域
で
届
出
先
が

　

異
な
り
ま
す
。

○
西
条
地
域
の
方

　

市
庁
舎
新
館
２
階　

女
性
児
童

　

福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
７
０

○
東
予
地
域
の
方

　

東
予
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係

○
丹
原
地
域
の
方

　

丹
原
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
福
祉
係

○
小
松
地
域
の
方

　

小
松
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
福
祉
係

　

結
婚
50
周
年
（
金
婚
）
を
迎
え

ら
れ
る
ご
夫
婦
を
、
老
人
福
祉
大

会
（
９
月
26
日
㈮
に
丹
原
文
化
会

館
に
て
開
催
予
定
）
で
お
祝
い
し

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
ご
夫
婦
は
、

ぜ
ひ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

昭
和
39
年
に
結
婚
（
婚
姻
届
）

を
さ
れ
た
ご
夫
婦

■
届
出
方
法

　

担
当
課
、
各
公
民
館
に
あ
る
届

出
書
に
て
、
８
月
22
日
㈮
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
1
階
高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

結
婚
50
周
年
の

金
婚
式
を
お
祝
い
し
ま
す

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い

る
通
貨
、
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。

　

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
だ

け
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
で
も
可

能
で
す
。
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、

上
陸
地
を
所
轄
す
る
税
関
ま
た
は
、

最
寄
り
の
税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
返
還
し
て
い
る
通
貨
、
証
券

○
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
揚
げ
て

こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港
の
税

関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通

貨
、
証
券
な
ど

○
外
地
の
集
結
地
で
、
総
領
事
館

な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
な
ど

で
、
日
本
に
送
還
さ
れ
た
も
の

■
問
合
せ

　

新
居
浜
税
関
支
署　

℡
０
８
９
７

－

３
２

－

３
４
０
５

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

通
貨
、
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す


